
祝

　

江
合
川
、
鳴
瀬
川
の
流
域
に
広

が
る
水
田
農
業
地
帯
と
し
て
発
展

し
て
き
た
大
崎
地
域
。
宮
城
県
北

部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、
冷

た
く
湿
っ
た
季
節
風
「
や
ま
せ
」
に

よ
る
冷
害
、
地
形
的
要
因
に
よ
る

洪
水
、
渇
水
が
頻
発
す
る
三
重
苦

と
も
言
え
る
厳
し
い
自
然
環
境
が

特
徴
的
で
す
。

　

中
世
以
降
、
取し

ゅ
す
い
ぜ
き

水
堰
や
隧ず

い
ど
う道

・

潜せ
ん
け
つ穴

、
水
路
、
た
め
池
な
ど
の
水
利

施
設
を
流
域
全
体
に
築
く
と
と

も
に
、
相
互
扶
助
組
織
「
契
約
講
」
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今
後
、
わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
農

業
遺
産
認
定
の
こ
の
地
を
、
変
化

す
る
社
会
情
勢
や
環
境
に
適
応
し

な
が
ら
「
生
き
た
遺
産
」
と
し
て
次

世
代
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
の
担

い
手
を
育
て
る
と
と
も
に
、
農
業

や
農
村
の
価
値
を
明
確
に
し
、
こ

の
地
の
価
値
を
広
く
共
有
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
通
じ
て
、
地
域
を

支
え
る
多
様
な
主
体
の
参
画
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

大
崎
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進

協
議
会
で
は
、
認
定
を
契
機
と
し

て
、
農
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
市
民
や
地
元
企
業
、
消
費
者
団

体
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
参
画
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
現
在
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
湿
地
生
態
系
と
暮
ら
し
を
支
え

る
米
づ
く
り
の
拡
充

▼

世
界
農
業
遺
産
の
認
証
制
度

　

の
導
入

▼

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
モ
ニ
タ
リ

　

ン
グ
調
査
の
普
及

▼

就
農
者
支
援

▼

世
界
農
業
遺
産
学
習
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
づ
く
り
と
人
材
育
成
（
副
読

　

本
づ
く
り
、
次
世
代
育
成
組
織

　

の
育
成
）

■
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
共
に
支

え
合
う
人
の
つ
な
が
り
の
拡
充　

▼

大
崎
耕
土
の
「
宝
」
を
つ
な
ぐ

　

G
I
A
H
S
（
世
界
農
業
遺
産

　

の
略
称
）
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

▼

食
文
化
（
餅
食
、
発
酵
食
）
の
６

　

次
産
業
化
の
推
進

■
水
管
理
基
盤
を
支
え
る
多
面
的

機
能
保
全
組
織
の
エ
リ
ア
拡
大　

▼

多
様
な
主
体
が
参
画
で
き
る

　

仕
組
み
づ
く
り（
水
管
理
基
盤
、

　

居
久
根
の
保
全
・
再
生
）

未来へつなぐ

  生きた 遺産

世界農業遺産認定

　伝統的な農業や豊かな文化、生物多様性、美しい農

村景観などの世界的に重要な農業システムをFAO（国

連食糧農業機関）が認定する「世界農業遺産」。

　大崎地域1市4町（大崎市、色麻町、加美町、涌谷町、

美里町）、宮城県、農業団体、NPO法人などで組織する

大崎地域世界農業遺産推進協議会が申請した、大崎耕

土の巧みな水管理による水田農業が、東北・北海道で

初めて世界農業遺産に認定されました。

“ ”

●「世界農業遺産」認定申請の承認（国

　内審査通過）
●「日本農業遺産」認定

●農林水産省を通じてFAOへ申請

● FAO世界農業遺産科学助言グルー

　プ委員による現地調査

●FAOが大崎地域の世界農業遺産認

　定を公表

 産業政策課世界農業遺産推進室   23-2281

を
基
盤
と
す
る
水
管
理
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、「
巧
み
な
水
管
理
」

を
柱
と
し
た
水
田
農
業
が
展
開
さ

れ
、
豊
饒
の
大
地
「
大
崎
耕
土
」
を

形
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
が
育
ん
で
き
た
豊

か
な
農
文
化
、
水
田
や
水
路
、
水
田

の
中
に
浮
か
ぶ
森
の
よ
う
な
屋
敷

林
「
居い

ぐ

ね

久
根
」
は
、
豊
か
な
湿
地
生

態
系
を
育
み
、
多
様
な
動
植
物
が

存
在
す
る
独
特
の
農
村
景
観
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
暮
ら
す
わ
た
し
た
ち

の
誇
り
、
そ
し
て
宝
で
あ
る
こ
の

農
業
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
的
に
大

変
貴
重
で
あ
り
、
未
来
に
残
す
べ

き
「
生
き
た
遺
産
」
と
し
て
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認定までの動き（平成29年分）

12月13日、記者会見を開催しました

3月14日

9月8日

10月30日

12月12日

食料保存の知恵（凍結乾燥）「凍

み豆腐」、 箟
こ ん ぽ う じ

峯寺の予
よ し ゅ く ぎ れ い

祝儀礼

「御
お ゆ み し ん じ

弓神事」、370年続く水管理基

盤の管理「南
みなみはらあなぜき

原穴堰」、大崎耕土を

潤す政宗公ゆかりの用水路「内川」

石川県能登地域（平成23年）

新潟県佐渡市（平成23年）

大分県国東半島宇佐地域（平成25年）

熊本県阿蘇地域（平成25年）

静岡県掛川周辺地域（平成25年）

和歌山県みなべ・田辺地域（平成27年）

岐阜県長良川上中流域（平成27年）

宮崎県高千穂郷・椎葉山地域（平成27年）

宮城県大崎地域（平成29年）

“

”









価値の共有・共感

共に継承

地域企業
・

NPO法人
・

研究機関
・
行政

農家
地域住民

消費者

　世界で19カ国45地域、日本では9地域が世界農

　業遺産に認定されています。

国内の世界農業遺産認定地域

{ }東北・北海道で初めての

世界農業遺産に！

※（）内は認定年

東北・北海道初の世界農業遺産認定は、多くの放　 

送局や新聞社によって全国に発信されました。















大崎耕土が


